
大阪府障がい福祉室自立支援課

発達障がい者のための
就労サポートカードについて

～働くうえでの強みや配慮事項を
整理するために～

就労支援機関用 活用ガイド



発達障がい者のための
就労サポートカードとは

２種類のシートを用いて、障がいのある方本人と支援者
が、今までの訓練や実習、職場で働いた経験を、面談な
どを通じて振り返りながら、働くうえでの強みや事業主
に伝えるべき配慮事項を整理するもの

得意・苦手を整理するシート セルフケアと配慮事項を整理するシート



就労サポートカードの特徴

本人と支援者双方の考えや評価を対比して書けるように
なっている。

⇒障がい特性上、自己認識と客観的評価がずれてしまう
ことが見られる発達障がいの方が、カードを作成する過
程を通して、働くうえで必要な自己理解を深められる
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記載例１
（自己評価及び
他者評価の右側）



記載例１
（自己評価及び
他者評価の右側）



（記入内容）記載項目例
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（記入内容）記載項目例
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就
労
相
談 面談等で得た情報や本人の希望をもとに、必要な支援を検討する

（就職活動支援・訓練を通じたアセスメント・就労支援以外の支援など）

就労支援のプロセスに合わせた
「発達障がい者のための就労サポートカード」と「合理的配慮ための対話シート」使用の流れ
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〇施設内作業

〇ワークサンプル
等によるテスト

〇体験実習

〇面談等による振
り返り

〇作業場面等での
フィードバック
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※このプロセスの繰り返
しにより、支援者自身が
障がいのある人とまわり
の環境について、一定の
アセスメントができた段
階で、カードを使用する

作業や体験実習を通して行った本人のアセスメント情報と、就職を
希望する企業等の職場に関するアセスメント情報をもとに、職場と
本人とのマッチングを行う

本人・職場環境の両方に働きかける集中支援。本人への仕事の
指導や心理的支援、職場での業務内容の調整等を行う
※合理的配慮のための対話シートを企業・本人・支援者等で共有しながら、双方に
とって働きやすい環境を調整する

定期的な

本人・職場の
状況確認

〇問題解決のための状況把握

〇調整内容の検討・決定

支援者の介入が必要になった場合

就
労
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド



（例）真面目な性格で丁寧に仕事に取り組みます。疲れが緊張状態では気づきにくい特性がありますので訓練時は疲れ具合のチェック表をつけていました。

合理的配慮のための対話シート　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　支援機関　　　　　　　　　　　　（担当：　　　　　　）

得意・不得意・特性等

（例）

1

2

事業主への配慮希望 配慮の目的と効果 セルフケア 調整内容

休憩時間で回復するようストレッチなど
気分転換法を活用します

休憩の配慮をしますので仲間への感謝
の気持ちを忘れないでください

昼休憩以外に５分間の休憩を
２回設けていただけると有難いです

集中力を回復させ
生産性を向上させるため

　　　年　　　月　　　日（次回更新予定　    　　　年　　　月）

氏名

所属

内容共有

職場で能力を発揮するために障がいのある方が事業主に配慮してもらいたいことを記入します。

事業主は過重な負担とならない範囲で対応できるか検討し、難しい場合には、代替案を提案し話し合ってください。

本人は配慮希望だけでなくセルフケアも記入します。ひとりひとりに応じた配慮が必要な場面で活用ください。





就労サポートカードの活用事例報告

福祉部障がい福祉室自立支援課



サポートカード活用のきっかけ

・本人のこれまでの仕事経験について、深掘りして整理したい

・現在の業務から気づいたことや課題について、本人と振り返りたい

・実習に参加して気づいたことや課題について、本人と振り返りたい

・次の実習や就職に繋げていけたら…



ケース概要

・20代男性

・ハートフルオフィス作業員（就活中）

・知的障がい（療育手帳B１）、自閉スペクトラム症

・こだわりが強く、自分の思いどおりにならないとイライラする

・真面目な性格で挨拶や返事はきちんとできる

・好きなことは映画鑑賞、オリジナルの漫画を描くこと

これまでに参加した実習 ①図書ラウンジの本の整理

②商品の検品、液体補充、梱包作業



サポートカード作成の手順（例）

①サポートカードを作成する理由（意味）について本人と共有する

②これまでの就労や実習を振り返りながら

思い出したことを自由に記載してもらう

③本人と支援者の認識（評価）に差異があれば、

それをすり合わせながら本当に必要な配慮事項や強みを整理・検証する





得意・苦手を整理するシート
①好きだった作業・得意な作業・うまくいっていること

得意な理由作業内容

・一人でもくもくと進めることができる。
・指導員に褒めてもらった経験がある。

シュレッダー、資料セット
計数、ラベル貼り

・もともと本が好きなので楽しかった。
・マイペースに進めることができた。

本のタイトルのチェック作業
（実習1か所目）

・立ち仕事だったが、体力に自信があるため
しんどくならなかった。

・作業工程が単純（同じ作業の繰り返し）
だった。

液体の補充作業（実習2か所目）

記載項目例を参考に
記入する



得意・苦手を整理するシート
【自己評価】①に共通する作業の特徴や環境

・一人で集中できる作業

・一つの作業の繰り返し

・決められたとおりに行うことが多い

・見本があると、そのとおりに作業を進めることができる

話し言葉や文字だけだとイメージがつきにくい

映画や絵は自分にとってわかりやすい、自由に想像ができるから楽しい



得意・苦手を整理するシート
【他者評価】働く上で強みとなる作業の特徴や環境

・工程の少ない単純な作業が得意

・一人でもくもくと進めることができる作業が得意

・見本があるとより早く作業を習得することができる



得意・苦手を整理するシート
②しんどいと感じる仕事・苦手な仕事・うまくいっていないこと

苦手な理由作業内容

・先輩に注意されたことがある
・物がたくさんあって、どれを直したらいいか、
何を優先すべきかわからなかった

倉庫作業（ピッキング）

・周りの人が何を考えているかわからない
・相手が不機嫌にならないか心配になり、
作業に集中できないことがある

人と協力する作業
（相手のペースに合わせること)

・他の実習生の速さについていけなかった梱包作業

・作業内容と指示する人が変わると混乱した変更が多い作業



得意・苦手を整理するシート
【自己評価】②に共通する作業の特徴や環境

・共同作業

・自分で判断しなければいけないこと

・変更が多い作業

・スピードを求められる作業

・相談できる人がいない（誰に相談したらいいかわからない）



得意・苦手を整理するシート
【他者評価】配慮や工夫があればできる作業の特徴や環境

・はじめての作業をするときに指示の出し方を配慮してもらう

（見本を用意してもらう、手順を一つずつ教えてもらう等 ）

・仕事の優先順位をつけてもらうと、

混乱することなく安心して作業に取り組むことができる

・質問や相談できる人を固定してもらう





セルフケアと配慮事項を整理するシート

③苦手な場面 → 自分で判断しなければならないことが多い

④自分でできること → わからないことは相談する

勝手に作業をすすめない

⑤会社にお願いすること → 優先順位をつけてもらう

相談できる人を固定してもらう



実習の結果

・手先を使った作業、シュレッダー、郵便物の配送は良くできた

・見本があることで、スムーズに作業を進めることができた

・相談できる人（担当者）が決まっていたので、混乱することがなかった

・集団で行う作業は周りのスピードについていけなかった

・一つ一つの作業が丁寧な分、完成までに時間を要した



今後の課題等

・実習先より、周りを見て動くことが苦手という指摘があった

本人の特性上
仕方がないこと？

苦手をどこまで
伸ばせる？

今後は何を
目標にするか



活用するなかで気づいたこと
●本人が訓練や実習等を積み重ね、

自身の作業経験をある程度話せるようになった段階で使用する

●支援者が本人の言うことを遮らず、「なぜ？」「どうして？」とオープン質問をする

●「苦手なこと」を「サポートがあればできること」にポジティブに変換する

●支援者が周りの人に意見を聞き、幅広い視点をもつ



まとめ

・本人の状況や周りの環境の変化に応じて

サポートカードを更新する

・サポートカードを作成する中で本人と向き合う

・「対話」を大切にする



演習課題について



演習課題の流れ
①各自、資料掲載HPにある事例を読み込む

②課題１：得意・苦手を整理するシート

事例をもとに、自己評価Ａ・Ｂ、他者評価Ｃを記入

③課題２：セルフケアと配慮事項を整理するシート

事例をもとに、苦手な場面Ｄ、セルフケアＥ、配慮Ｆを記入

④課題３：アンケート①②

シート作成時に感じたことについてや、アセスメントツールについて

アンケートに回答

⑤会場講義当日、課題１～３を持参



Ⓐ Ⓐ

Ⓑ-1 Ⓑ-2

Ⓒ-1 Ⓒ-2

課題１



Ⓓ

Ⓔ Ⓕ

Ⓖ

Ⓗ

Ⓖ

Ⓗ

課題２



課題３：アンケート①②
【アンケート①】

シートを記入する際に感じた、

「疑問や質問、難しさ」 「意識した点や工夫した点」な
どについて、ご記入ください。

【アンケート②】

アセスメントツールの使用についてのアンケートです。

項目に沿って、ご記入ください。



注意事項

本研修の趣旨は、「アセスメントやカード活用の理解を深めつつ、演

習を通して実践的な学びを得ていただくもの」です。よって、演習課

題１～３について、会場講義の日に必ずご持参をお願いします。

※１０月８日（木）会場講義に持参

取り組んでいただいた内容や質問をもとに、グループで意見交換を

行っていただきます。

課題への取り組みを踏まえたうえで、他の受講者の視点や考え方等

を知ることで、より深い学びが得られると考えます。


